
第
１
号
＝
１
総
括
　
光
が

丘
の
10
年
間
の
人
口
動
態
を

住
民
基
本
台
帳
か
ら
検
証
し

ま
す
と
、
今
年
３
月
１
日
現

在
、
光
が
丘
の
人
口
は
練
馬

区
総
人
口
の
３
・
５
％
に
あ

た
る
２
万
６
３
１
０
人
で
す

が
、
10
年
前
に
比
べ
２
１
２

７
人
減
少
し
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
２
２
４
５
人
増
加

し
て
高
齢
化
率
は
36
・
６
％

と
な
り
ま
し
た
。
10
年
間
に

10
ポ
イ
ン
ト
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
の
が
光
が
丘
の
現
状

で
す
。

１
①
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
　
光
が
丘
き
ず
な
サ
ロ

ン
は
練
馬
区
相
談
情
報
ひ
ろ

ば
事
業
と
し
て
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
を
提
供
し
、
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
は
言
語
機
能

の
維
持
、
夏
の
雲
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
会
や
光
が
丘
ボ
ッ
チ

ャ
健
康
ク
ラ
ブ
は
身
体
機
能

増
進
と
社
会
参
加
に
よ
り
、

地
域
高
齢
者
の
心
身
の
い
き

い
き
健
康
を
育
ん
で
い
ま
す
。

１
②
、
災
害
に
強
い
ま
ち

光
が
丘
を
め
ざ
し
て
　
２
０

２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
１

日
午
後
４
時
過
ぎ
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の

倒
壊
が
相
次
ぎ
、
火
災
、
液

状
化
現
象
そ
し
て
津
波
も
観

測
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年

阪
神
淡
路
大
震
災
、
平
成
23

年
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

首
都
直
下
地
震
は
30
年
以
内

に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震

発
生
時
の
い
の
ち
を
守
る
行

動
、
被
害
拡
大
防
止
、
そ
し

て
地
域
助
け
合
い
等
、
防
災

部
会
を
中
心
に
訓
練
を
切
れ

目
な
く
継
続
す
る
こ
と
を
怠

り
ま
せ
ん
。

２
部
会
活
動
報
告
　

２
①
、
管
理
組
合
部
会

⑴
各
団
地
の
改
修
計
画
（
建

築
基
準
法
第
86
条
関
連
）

練
馬
区
東
部
地
域
ま
ち
づ
く

り
課
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

毎
年
７
月
に
光
が
丘
地
域
に

お
け
る
建
築
計
画
の
状
況
お

よ
び
未
認
定
建
築
物
是
正
状

況
の
報
告
と
、
各
管
理
組
合

に
対
し
、
光
が
丘
地
区
に
お

け
る
建
築
計
画
等
の
調
査
依

頼
を
行
い
ま
し
た
。

２
②
、
自
治
会
部
会
　
⑴

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
ア
ル
ミ

缶
買
取
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
各
団
地
の

売
却
価
格
の
状
況
質
問
に
よ

り
、
具
体
的
な
排
出
方
法
お

よ
び
価
格
の
報
告
を
受
け
、

価
格
交
渉
等
共
通
の
課
題
を

話
し
合
い
改
善
し
ま
し
た
。

⑵
コ
ロ
ナ
禍
で
各
団
地
で
の

活
動
・
行
事
は
、
緩
和
さ
れ

つ
つ
あ
り
従
来
の
行
事
を
復

活
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
、
４
年

間
の
ブ
ラ
ン
ク
で
行
事
を
中

止
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。

発行所　（株）光が丘新聞社 

毎月5日発行 

ホームページ http ://www.hikar igaoka-shinbun.jp/

６
月
29
日
第
39
回
光
が
丘
地
区
連
合
協
議
会
総
会
が
光
が
丘
清

掃
工
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
議
案
は
第
６
号
ま
で
あ
り
、
第

１
号
＝
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
活
動
報
告
、
第
２
号
＝
同
年

度
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
第
３
号
＝
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

度
活
動
計
画
（
案
）、
第
４
号
＝
同
年
度
予
算
（
案
）、
第
５
号
＝

光
連
協
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
、
第
６
号
＝
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
度
役
員
選
出
に
つ
い
て
。
詳
細
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
す
る
。

▽
会
長
＝
田
中
　
奨
▽
副

会
長
＝
飯
島
聖
宏
　
笠
井
一

登
　
菅
原
雅
樹
▽
事
務
局

長
＝
吉
田
秀
也
▽
会
計
＝
最

相
和
子
▽
幹
事
＝
種
村
悦
子
　

馬
場
　
孝
　
大
井
正
五

百
澤
卓
也
　
納
富
　
進
　
外

崎
純
子
　
川
島
昇
三
　
田
嶋

幸
雄
　
中
田
智
子
　
久
木
田

充
弘
　
大
澤
容
子
　
原
　
一

貴
　
澤
田
智
子
▽
会
計
監

査
＝
今
泉
純
一
　
本
部
六
朗

令
和
６
年
度

ゆ
り
の
木
北

自
治
会
役
員

▽
会
長
＝
高
原
　
進
（
大

通
り
南
七
番
街
団
地
）
▽
副

会
長
＝
阿
瀬
見
　
宏
（
い
ち

ょ
う
通
り
東
第
一
団
地
）

古
屋
直
樹
（
大
通
り
中
央

１
号
棟
）

秋
間
ひ
ろ
美

（
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
光
が
丘
第

四
住
宅
）

清
水
き
よ
ゑ

（
光
が
丘
第
三
ア
パ
ー
ト
）
▽

事
務
局
長
＝
横
松
大
作
（
パ

ー
ク
シ
テ
ィ
光
が
丘
団
地
）

▽
会
計
＝
秋
山
美
好
（
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
十
番
街
団
地
）
▽

役
員
＝
西
島
治
男
（
光
が
丘

第
三
ア
パ
ー
ト
）

二
葉
幸

三
（
大
通
り
北
団
地
）

市

川
久
雄
（
む
つ
み
台
団
地
）

矢
野
輝
子
（
い
ち
ょ
う
通
り

東
第
二
団
地
）

西
岡
恭
史

（
い
ち
ょ
う
通
り
東
第
二
団

地
）

宮
本
三
枝
子
（
大
通

り
南
団
地
）

三
木
康
雄

（
大
通
り
北
団
地
）
▽
会
計
監

査
＝
増
田
健
一
（
大
通
り
北

団
地
）

鈴
木
裕
子
（
光
が

丘
第
三
ア
パ
ー
ト
）【

敬
称
略
】

令
和
６
年
度
の
役
員

光
連
協
が
定
期
総
会
を

新
会
長
に
高
原
進
　
前
会
長
は
相
談
役

今年度の新役員が紹介された

高橋司郎氏は相談役に



【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
４

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
新
宿
４

井
草
３
　
豊
島
３
　
西
２

北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
都
立
大
４

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

２
　
東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学

大
２
　
東
工
大
２
　
富
山
大

（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形

大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際

教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大
２

慶
應
大
４
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
12

成
蹊
大
４

中
央
大
14

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
25

法
政
大
６
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
14
他

「
安
心
の
低
料
金
で
圧
倒

的
に
高
い
効
果
を
」
の
塾
是

の
下
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立

っ
た
教
室
運
営
を
展
開
。

集
中
力
が
続
く
60
分
授
業

の
「
個
別
指
導
」
と
、
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
１
週

間
に
何
日
で
も
、
１
日
何
時

間
で
も
同
料
金
で
繰
り
返
し

学
習
で
き
る
『
巡
回
指
導
』

の
セ
ッ
ト
受
講
に
よ
り
、
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

塾
生
の
学
習
意
欲
と
成
績

の
伸
び
は
、
先
生
次
第
で
大

き
く
異
な
る
と
い
う
考
え
、

採
用
を
厳
格
化
し
、
経
験
豊

富
な
社
会
人
の
先
生
を
中
心

と
し
た
高
品
質
な
指
導
を
実

現
。
宿
題
提
出
・
理
解
度
テ

ス
ト
の
合
格
な
ど
で
ポ
イ
ン

ト
付
与
し
、
賞
品
と
交
換
す

る
制
度
を
設
け
、
学
習
意
欲

を
多
方
面
か
ら
刺
激
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
で
は
過

去
問
分
析
を
徹
底
研
究
し
、

各
学
校
の
予
想
問
題
を
作
成

し
、
塾
生
が
間
違
っ
た
問
題

は
類
似
問
題
を
作
成
し
分
か

る
ま
で
、
で
き
る
ま
で
熱
血

指
導
。

【
特
色
】

①
小
学
生
〜
受
験
生
・
大

学
生
・
社
会
人
ま
で
多
彩
な

コ
ー
ス
を
展
開
。

②
３
名
程
度
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
数
68
名
。（
準
１
級
合

格
者
を
含
む
）

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
、
英

単
語
検
定
の
実
施
。
学
ん
だ

こ
と
が
形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
た
徹

底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

「
夏
期
講
座
」

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

語
彙
力
を
つ
け
文
法
理
解
の

確
認
を
行
う
。
毎
回
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
家
庭
学
習
で
、

リ
ス
ニ
ン
グ
力
ア
ッ
プ
を
目

指
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
長

文
読
解
演
習
で
受
験
対
策
。

夏
期
限
定
個
別
指
導
あ
り
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
40
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

５
年
連
続
早
稲
田
大
学
合
格
。

都
立
中
堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒

も
早
慶
を
含
む
難
関
私
大

（
明
治
・
法
政
・
中
央
・
東
理

大
等
）
に
合
格
し
て
い
る
。

高
校
受
験
で
は
、
都
立
西

高
校
へ
３
名
の
合
格
者
中
、

２
名
の
進
学
を
果
た
し
た
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
３
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

細
か
い
指
導
で
、
塾
生
全
員

が
成
績
向
上
、
志
望
校
合
格

を
果
た
す
。
一
貫
し
て
高
い

合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
。

【
指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
中
・
高
生
の
学
校
定
期

試
験
対
策
も
完
全
サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

将
来
の
夢
や
希
望
、
適
性

を
本
人
や
保
護
者
と
面
談
を

通
じ
て
十
分
に
話
し
合
い
、

成
績
・
偏
差
値
で
は
な
く
正

確
な
情
報
と
一
歩
先
を
考
え

た
進
路
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

 

 

 

 

平
穏
な
川
か
ら

突
如

流
れ
落
ち
る

水
た
ち
よ

美
し
く

輝
き
つ
つ

否
定
す
る
よ
な

小
さ
な
叫
び

再
び

あ
の
川
に

戻
れ
る
日
は

来
な
い

真
夏
の
滝

撮影 TAKUMA.N



【
旭
町
１
丁
目
商
店
会
】

中
元
謝
恩
福
引
大
売
出

し
＝
６
月
20
日
か
ら
７
月
21

日
、
お
買
い
上
げ
２
０
０
毎

に
福
引
補
助
券
１
枚
進
呈
、

10
枚
で
１
回
抽
選
で
き
る
。

特
別
賞
＝
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
東
京
商
品
券
　
30
本

特
等
＝
前
川
　
清
コ
ン
サ

ー
ト
　
12
本
　
１
等
＝
区
内

共
通
商
品
券
３
０
０
０
円
分

12
本
　
２
等
＝
お
米
５
㌔
㌘

千
葉
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
　
30
本

３
等
＝
削
り
節
煮
干
セ
ッ

ト
又
は
漬
物
セ
ッ
ト
　
50
本

４
等
＝
ウ
イ
ン
ナ
ー
セ
ッ

ト
　
40
本
　
５
等
＝
煎
茶
ま

た
は
区
内
共
通
商
品
券
（
５

０
０
円
）
１
２
０
本
　
６

等
＝
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
缶
）
又
は
野
菜
　
６
０

０
本
　
７
等
＝
お
や
つ
菓
子
　

１
５
０
０
本
。

抽
選
日
は
７
月
21
日
10
時

よ
り
15
時
ま
で
　
水
の
流
れ

る
公
園
で
。
先
着
３
０
０
名

に
飲
み
物
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
進
呈
。

【
高
松
町
造
商
店
会
】

中
元
福
引
大
売
出
し
＝
６

月
20
日
よ
り
７
月
27
日
。
期

間
中
３
０
０
円
お
買
い
上
げ

毎
に
福
引
補
助
券
１
枚
進
呈
、

５
枚
で
１
回
抽
選
で
き
る
。

特
別
賞
＝
前
川
　
清
コ
ン

サ
ー
ト
　
ペ
ア
10
組
　
特

賞
＝
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東

京
食
事
券
　
30
本
　
１
等

賞
＝
ビ
ー
ル
券
又
は
商
品
券

ど
ち
ら
か
１
点
　
10
本
　
２

等
賞
＝
は
ち
み
つ
　
20
本

３
等
賞
＝
練
馬
区
内
共
通
商

品
券
５
０
０
円
券
　
１
０
０

本
　
４
等
賞
＝
め
ん
つ
ゆ
又

は
そ
う
め
ん
ど
ち
ら
か
１
点

１
６
０
本
　
５
等
賞
＝
醤
油

80
本
　
６
等
賞
＝
各
店
舗

賞
　
１
０
０
本
　
ハ
ズ
レ
＝

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
。

お
楽
し
み
抽
選
日
は
７
月

27
日
10
時
よ
り
13
時
30
分
。

抽
選
に
来
た
先
着
２
５
０
名

に
飲
料
水
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
土
支
田
地
蔵
通
り
商
店

会
】中

元
福
引
大
売
出
し
＝
６

月
17
日
よ
り
７
月
21
日
ま
で

開
催
す
る
。
売
り
出
し
期
間

中
加
盟
店
で
お
買
い
上
げ
２

０
０
円
毎
に
抽
選
券
を
１
枚
、

10
枚
で
１
回
福
引
き
抽
選
が

で
き
る
。

特
賞
＝
前
川
　
清
コ
ン
サ

ー
ト
　
ペ
ア
で
７
本
　
特
別

賞
＝
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東

京
お
食
事
券
５
０
０
０
円
分

ま
た
は
区
内
共
通
商
品
券
３

０
０
０
円
分
ど
ち
ら
か
１
点
　

37
本
　
１
等
賞
＝
練
馬
区

内
共
通
商
品
券
５
０
０
円
分
　

42
本
　
２
等
賞
＝
①
お
米

５
㌔
㌘
②
６
缶
パ
ッ
ク
ビ
ー

ル
③
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な
ど
ど

れ
か
１
点
　
１
５
０
本
　
３

等
賞
＝
食
料
品
ま
た
は
日
用

雑
貨
な
ど
ど
れ
か
１
点
　
２

０
０
本
　
４
等
賞
＝
食
料
品

ま
た
は
新
鮮
野
菜
品
、
新
鮮

野
菜
な
ど
ど
れ
か
１
点
　
２

５
０
本
　
残
念
賞
＝
お
か
き

煎
丸
１
枚
　
８
０
０
本
。

抽
選
日
は
７
月
21
日
12
時

30
分
よ
り
15
時
30
分
、
元

関
口
米
店
裏
駐
車
場
。
抽
選

に
来
た
先
着
５
０
０
名
に
冷

た
い
ド
リ
ン
ク
１
本
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
。

【
光
が
丘
ふ
れ
あ
い
の
町

青
空
市
】

中
元
大
売
出
し
＝
６
月

23
・
30
日
、
７
月
14
・
28

日
　
抽
選
日
７
月
28
日
10
時

よ
り
15
時
。

 

 

 

 



１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

７
月
、
光
が
丘
３
丁
目
９
番

地
に
住
民
た
ち
に
待
望
の
光

が
丘
中
央
商
店
街
が
オ
ー
プ

ン
し
た
そ
の
時
か
ら
餃
子
の

味
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る

「
大
盛
軒
」
さ
ん
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
館
内
に
移
っ
た
４

年
後
の
昭
和
62
年
４
月
開
店

時
に
は
ラ
ー
メ
ン
等
も
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
で
営
業
し
て
い

た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
令
和

２
年
12
月
に
は
今
の
様
な
直

売
専
門
の
店
に
な
っ
た
。

店
長
の
の
粕
谷
　
豪
さ
ん

は
ス
タ
ッ
フ
10
人
を
ま
と
め

て
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
張
り

切
っ
て
い
る
。

お
す
す
め
料
理
は
、
焼
き

餃
子
３
人
前
１
１
４
０
円
、

あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば
１
人
前

７
２
０
円
・
２
人
前
８
９
０

円
、
高
菜
チ
ャ
ー
ハ
ン
８
４

０
円
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
５
５

０
円
、
冷
や
し
中
華
タ
レ
70

円
な
ど
、
全
品
25
種
類
以
上

で
い
ず
れ
も
大
盛
軒
の
味
を

誇
っ
て
い
る
。

店
長
か
ら
読
者
の
皆
様
へ

の
コ
メ
ン
ト
は
「
お
客
さ
ん

か
ら
お
客
さ
ん
へ
と
紹
介
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
…
」

☎
（
３
９
７
６
）
０
８
４
８

私
は
、
兵
庫
県
揖
保
郡
揖

保
川
町
（
現
た
つ
の
市
）
と

い
う
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
が
広
が
る
、
の

ど
か
な
播
州
平
野
に
揖
保
川

と
い
う
川
が
流
れ
、
素
麺

「
揖
保
乃
糸
」
や
醤
油
が
名

産
の
地
域
で
す
。
田
ん
ぼ
の

一
部
を
埋
め
立
て
て
造
成
さ

れ
た
住
宅
地
に
暮
ら
し
て
い

た
た
め
、
同
世
代
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
が
多
く
、
用
水

路
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
フ

ナ
を
捕
ま
え
た
り
、
レ
ン
ゲ

ソ
ウ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
冠

を
作
っ
た
り
し
て
、
毎
日
陽

が
暮
れ
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
龍
野
出
身
の
作
詞
家

三
木
露
風
に
ち
な
ん
だ
「
赤

と
ん
ぼ
」
の
夕
焼
け
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
頃
に
、
友
達
と
帰

路
に
つ
い
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
は
小
高
い
丘
の
上

に
建
つ
古
い
洋
館
の
校
舎

で
、
明
治
時
代
か
ら
続
く
地

域
の
公
立
小
学
校
で
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
初

め
て
そ
の
校
舎
を
見
た
時
、

「
小
学
校
っ
て
素
敵
だ
な
ぁ
」

と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
小
高
い
丘
の

四
方
八
方
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
と
し
た
地
域
の
方
が
代
々

整
備
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
、

私
が
入
学
す
る
頃
に
は
、

「
太
陽
の
広
場
」
や
「
三
角

広
場
」
と
名
付
け
ら
れ
た
コ

ー
ナ
ー
が
随
所
に
あ
り
、
生

息
し
て
い
る
木
々
を
利
用
し

た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
斜
面
を

利
用
し
た
滑
り
面
、
竹
を
使

っ
た
長
い
階
段
、
切
り
株
や

古
タ
イ
ヤ
で
で
き
た
飛
び
石

風
の
ジ
ャ
ン
プ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
魅
力
的
な
遊
び
場
に
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
中
休
み

や
昼
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち

が
賑
や
か
に
校
庭
や
そ
れ
ら

の
広
場
で
遊
び
、
上
級
生
に

憧
れ
た
り
下
級
生
に
慕
わ
れ

た
り
し
な
が
ら
、
様
々
な
人

と
触
れ
合
っ
て
育
っ
て
き
ま

し
た
。

小
中
学
校
は
、
歩
い
て
通

え
る
距
離
で
し
た
が
、
高
校

は
片
道
６
km
の
自
転
車
通

学
。
そ
れ
で
も
近
い
方
で
、

同
級
生
の
中
に
は
、
１
時
間

に
１
本
し
か
な
い
単
線
の
汽

車
に
乗
り
、
さ
ら
に
駅
か
ら

自
転
車
で
数
十
分
か
け
て
通

学
す
る
仲
間
も
多
く
い
ま
し

た
。
長
い
通
学
の
道
の
り
に

も
、
四
季
折
々
の
景
色
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
緑
の
頃
、
田
ん
ぼ
に
水
が

入
る
と
、
一
気
に
景
色
が
縦

に
広
が
り
ま
す
。
空
が
映
り

込
む
田
ん
ぼ
の
畦
道
は
、
ま

る
で
広
い
海
原
を
自
転
車
で

漕
い
で
進
む
か
の
よ
う
な
心

地
で
し
た
。
青
田
に
風
が
渡

る
頃
は
緑
の
草
原
を
、
晩
秋

に
は
麦
畑
の
金
に
光
る
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
通
学
し
ま

し
た
。

幼
い
頃
に
出
会
っ
た
景
色

は
そ
の
人
の
原
風
景
と
な

り
、
歳
を
重
ね
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
感
覚
と
共
に
呼
び
起
こ

さ
れ
る
と
言
い
ま
す
。
年
老

い
た
頃
思
い
出
す
景
色
は
、

き
っ
と
四
季
の
色
に
溢
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

当
時
の
大
人
が
、
育
み
守
っ

て
き
た
地
域
の
景
色
で
も
あ

り
ま
す
。

今
、
こ
こ
光
が
丘
に
暮
ら

す
子
ど
も
た
ち
も
、
緑
と
風

に
囲
ま
れ
て
、
幼
少
期
の
豊

か
な
時
間
を
幸
せ
に
過
ご
せ

ま
す
よ
う
、
共
に
暮
ら
す
大

人
の
一
員
と
し
て
さ
さ
や
か

で
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

１
９
６
９
年
　
兵
庫
県
た

つ
の
市
出
身
　
練
馬
区
在
住

-702-

光
が
丘
む
ら
さ

き
幼
稚
園
園
長

「
私
の
原
風
景
」

篠
原
　
直
子


